
(57)【要約】

【課題】机と椅子とを相互変換に変換する構造を提供す

る。

【解決手段】背凭れ１、座部２、前後の支脚３１２、３

２２、背凭れを前支脚３２２間を連結する第二の横フレ

ーム３２１に対して回転可能に連結する枢接手段５・・

・、および背凭れ背部で後支脚３１２間を連結する第一

の横フレーム３１１に対して支持する調整手段４からな

る。

　調整手段４は、調整ハンドル４３を操作して、背凭れ

を横フレームに支持する係止部４７２を上下スライド可

能とすることにより、背凭れを枢接手段により水平に回

転させ、その位置にて固定して、机として使用可能とす

る。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 背 凭 れ 、 座 部 、 支 承 手 段 、 枢 接 手 段 、 お よ び 調 整 手 段 か ら な る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造
で あ っ て 、
　 前 記 支 承 手 段 は 、 一 対 の 後 脚 と そ の 間 を 連 結 す る 第 一 の 横 フ レ ー ム か ら な る 第 一 の 支 承
部 お よ び 一 対 の 前 脚 と そ の 間 を 連 結 す る 第 二 の 横 フ レ ー ム と か ら な る 第 二 の 支 承 部 か ら な
り 、
　 前 記 枢 接 手 段 は 、 連 結 棒 及 び 第 一 、 第 二 の 枢 接 部 か ら な り 、 連 結 棒 一 端 を 第 一 の 枢 接 部
に よ り 背 凭 れ 下 端 部 を 回 動 可 能 に 連 結 す る と 共 に 、 他 端 を 第 二 の 支 承 部 の 第 二 の 横 フ レ ー
ム に 第 二 の 枢 接 部 に よ り 回 動 可 能 に 連 結 し 、
　 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 背 凭 れ 背 面 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 一 の 支 承 部 の 第 一 の 横 フ レ ー ム に
背 凭 れ を 連 結 固 定 す る と 共 に 、 そ の 連 結 位 置 を 該 背 凭 れ 椅 子 の 背 凭 れ と し て 用 い る 位 置 と
上 記 枢 接 手 段 に よ り 回 転 さ せ て 椅 子 の 天 板 と な る 水 平 と し た 位 置 と に お い て 変 更 可 能 と し
た 、
こ と を 特 徴 と す る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 の 枢 接 部 は 、 第 一 の 嵌 合 部 、 第 一 の 嵌 合 部 に 連 結 す る 嵌 め 管 、 お よ び 前 記 連 結
棒 の 前 記 連 結 棒 第 一 の 端 部 に 被 せ て 連 結 す る 第 二 の 嵌 合 部 を 有 し 、 前 記 第 一 の 嵌 合 部 は 、
前 記 座 部 か ら 近 い 前 記 背 凭 れ の 角 に 嵌 合 さ れ 、 固 定 ネ ジ に よ り 締 付 け 固 定 さ れ 、 前 記 嵌 め
管 は 、 表 面 に 枢 孔 が あ り 、 該 枢 孔 は 連 結 棒 の 棒 面 に 向 い て い て 、 前 記 第 二 の 嵌 合 部 が 前 記
枢 孔 に 向 か い 合 う と こ ろ に 枢 軸 が 突 出 し 、 前 記 枢 軸 が 前 記 枢 孔 に 挿 入 さ れ る こ と に よ り 、
前 記 背 凭 れ と 前 記 連 結 棒 と の 間 で 枢 転 が で き る 状 態 に な り 、 第 二 の 枢 接 部 は 前 記 連 結 棒 お
よ び 前 記 支 承 手 段 を 枢 接 し 、 該 支 承 手 段 を 嵌 合 連 結 す る 第 一 の 嵌 合 ソ ケ ッ ト 、 お よ び 一 方
の 端 部 を 第 一 の 嵌 合 ソ ケ ッ ト に 連 結 し 、 他 方 の 端 部 を 前 記 連 結 棒 の 前 記 連 結 棒 第 一 の 端 部
に 連 結 す る 第 二 の 嵌 合 ソ ケ ッ ト を 有 し 、 前 記 連 結 棒 が 前 記 背 凭 れ に よ り 動 か さ れ る と 、 前
記 第 一 の 嵌 合 ソ ケ ッ ト は 枢 転 す る こ と こ と が で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 調 整 手 段 は 、 カ バ 、 底 座 、 お よ び 前 記 カ バ と 前 記 底 座 と の 間 に 配 置 さ れ る 調 整 ハ ン
ド ル 、 曲 が り バ ネ 、 制 動 器 、 お よ び 係 止 部 を 持 つ 滑 動 部 を 有 し 、 前 記 カ バ は 移 動 溝 を 具 え
、 前 記 滑 動 部 は 前 記 移 動 溝 内 で 移 動 し 、 前 記 滑 動 部 の 挟 部 は 前 記 移 動 溝 か ら 突 出 し 、 前 記
支 承 手 段 の 前 記 第 一 の 支 承 部 に 連 結 さ れ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 調 整 手 段 の 前 記 カ バ は 、 上 部 に 凹 陥 部 を 有 し 、 該 凹 陥 部 は 溝 を 有 し 、 前 記 底 座 の 相
対 的 な 位 置 に 柱 体 保 持 板 が 配 置 さ れ 、 該 柱 体 保 持 板 が 移 動 す る 隙 間 が あ り 、 前 記 調 整 ハ ン
ド ル が 前 記 凹 陥 部 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 調 整 ハ ン ド ル の 操 作 部 は 前 記 カ バ の 前 記 溝 か ら 外 側
へ 突 出 さ せ て 、 前 記 制 動 器 を 前 記 柱 体 保 持 板 と 前 記 調 整 ハ ン ド ル と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記
曲 が り バ ネ の 弾 性 で 前 記 滑 動 部 と 嵌 合 し 、 前 記 制 動 器 は 前 記 滑 動 部 の 係 止 部 に 対 応 す る 側
に 第 一 の 係 止 部 お よ び 第 二 の 係 止 部 を 有 し 、 前 記 第 一 の 係 止 部 と 前 記 第 二 の 係 止 部 と の 間
に 凹 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 調 整 手 段 の 前 記 滑 動 部 は 、 導 溝 を 有 し 、 前 記 カ バ の 前 記 移 動 溝 の 両 側 に は 前 記 導 溝
に 対 応 す る レ ー ル が 配 置 さ れ 、 前 記 導 溝 お よ び 前 記 レ ー ル と の 組 み 合 わ せ に よ り 、 前 記 滑
動 部 を 前 記 移 動 溝 内 で 移 動 可 能 と し 、 前 記 滑 動 部 の 前 記 挟 部 の 上 に ス ト ッ パ を さ ら に 設 け
、 前 記 カ バ の 前 記 移 動 溝 の 上 部 に 嵌 合 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 机 と 椅 子 の
相 互 変 換 構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 考 案 は 、 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 に 関 し 、 特 に 調 整 手 段 を 有 し て 椅 子 を 机 に 変 え る こ
と に よ り 異 な る 需 要 に 対 応 で き る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 時 代 の 変 遷 、 科 学 技 術 の 進 歩 、 お よ び 人 々 の 生 活 水 準 に 対 す る 要 求 に よ り 、 家 具 は 外 観
の 美 し さ を 求 め ら れ る 以 外 に 、 機 能 の 多 様 さ 、 機 能 充 実 の 可 能 性 ま た は 操 作 の 簡 単 さ な ど
も 重 視 さ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 机 と 椅 子 は 、 単 独 に 机 ま た は 椅 子 の 機 能 の み を 持 つ も の が 普 通 で あ っ た 。 空 間 お
よ び 経 費 の 制 限 を 受 け る 環 境 に お い て 、 椅 子 し か な く 、 机 が 必 要 に な っ た 場 合 ， 机 を 買 う
必 要 が あ り 、 直 ち に 机 が 使 用 で き な い と い う 不 便 さ が 感 じ ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 机 と 椅 子 が 単 独 の 機 能 し か 持 た な か っ た 欠 点 を 解 決 す る た め 、 市 販 さ れ て い る も
の の 中 に は 、 椅 子 の 肘 掛 に 天 板 が 設 置 さ れ た り 、 内 蔵 さ れ た り し て 、 机 が 必 要 に な っ た 時
に 、 肘 掛 か ら 天 板 を 水 平 に 展 開 し て 、 机 と し て 使 用 す る も の も あ っ た 。 机 と 椅 子 の 機 能 を
一 つ に し た 椅 子 は 、 上 記 し た よ う に 天 板 を 開 く 時 、 外 側 ま た は 前 方 に 広 げ る 必 要 が あ る た
め 、 全 体 の 重 心 が 不 安 定 に な り 、 椅 子 の 重 心 を 前 方 に 傾 け さ せ た 。 そ こ で 、 椅 子 の 重 心 を
前 方 に 傾 け さ せ る と い う 欠 点 を 解 決 す る た め 、 天 板 を 小 さ く 設 計 し た が 、 使 用 者 に 不 便 さ
を 感 じ さ せ る 結 果 と な っ た 。 ま た 、 肘 掛 構 造 を 持 た な い 椅 子 は 、 天 板 を 設 置 す る の に 適 当
な 場 所 が な い と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 外 国 に は 参 考 文 献 １ お よ び ２ の よ う に 、 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 が あ る 。 本 来 椅 子 の 背
凭 れ お よ び 座 部 で あ る 部 分 を 関 節 の 如 く 枢 接 し 、 背 凭 れ お よ び 座 部 を 一 緒 に 背 凭 れ 側 に 枢
転 し 、 水 平 状 態 に し 、 机 と し て 使 用 す る 。 こ の 発 明 は 、 机 と 椅 子 と の 相 互 変 換 構 造 と い う
目 的 は 達 し た が 、 椅 子 を 机 と し て 使 用 す る と 、 机 は 天 板 し か な く 、 引 出 し な ど の 収 納 空 間
を 持 た な い た め 、 特 に 学 生 な ど の 使 用 者 に と っ て は 、 非 常 に 使 い づ ら い も の で あ っ た 。
　 〔 参 考 文 献 １ 〕 ア メ リ カ 特 許 第 １ ， ５ １ ３ ， ６ ５ １ 号 明 細 書
　 〔 参 考 文 献 ２ 〕 国 際 公 報 第 Ｗ ０ ２ ０ ０ ４ ／ ０ １ ９ ７ ３ ０ Ａ １
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ７ ５ ９ ９ ５ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の 目 的 は 、 調 整 手 段 を 配 置 す る こ と に よ り 、 机 の 使 用 が 必 要 な 時 に は 、 椅 子 を 机
に 変 え て 使 用 で き 、 場 所 を と ら ず 、 操 作 が 簡 単 な 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 は 、 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 を 提 供 す る 。 本 考 案
の 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 は 、 背 凭 れ 、 座 部 、 枢 接 手 段 、 支 承 手 段 お よ び 調 整 手 段 を 備 え
る 。 調 整 手 段 は 、 カ バ 、 底 座 、 お よ び カ バ と 底 座 と の 間 に 配 置 さ れ る 調 整 ハ ン ド ル 、 曲 が
り バ ネ 、 制 動 器 、 お よ び 係 止 部 を 持 ち 移 動 溝 内 で 移 動 す る 滑 動 部 を 有 す る 。 滑 動 部 は 挟 部
を 持 ち 、 調 整 手 段 を 配 置 す る 背 凭 れ を 支 承 手 段 に 連 結 す る 。 調 整 ハ ン ド ル の 作 用 に よ り 、
滑 動 部 の が 制 動 器 の 対 応 す る 位 置 を 調 整 し 、 背 凭 れ が 位 置 を 調 整 す る の に 必 要 な 空 間 を 提
供 し 、 背 凭 れ の 相 対 的 位 置 を 調 整 し 、 背 凭 れ を 机 の 天 板 に 変 え 、 座 部 は 引 出 し な ど 物 を 置
く 場 所 に す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 し た こ と か ら わ か る よ う に 、 本 考 案 の 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 は 、 机 が 必 要 に な っ
た 時 に 、 直 ち に 椅 子 を 机 に 変 え て 使 用 で き る た め 、 机 を 買 い 揃 え る 必 要 が な く 、 場 所 を と
ら な い 。 椅 子 が 机 に 変 わ っ た 時 、 座 部 が 動 か な い た め 、 引 出 し な ど の 収 納 空 間 と し て 活 用
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で き 、 使 用 者 に と っ て 、 使 い や す い も の に な っ た 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に よ
る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 を 示 す 斜 視 図 （ 分 解 図 ） で あ る 。 図 ２ は 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態
に よ る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に よ る
机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 ４ は 、 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 に よ り 椅
子 か ら 机 に 変 わ っ た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 本 考 案 の 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 は 、 背 凭
れ １ 、 座 部 ２ 、 背 凭 れ １ を 枢 接 し て 固 定 す る 枢 接 手 段 ５ 、 背 凭 れ １ と 座 部 ２ を 支 承 す る 支
承 手 段 ３ 、 お よ び 背 凭 れ １ に 配 置 さ れ る 調 整 手 段 ４ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 支 承 手 段 ３ は 、 第 一 の 支 承 部 ３ １ 、 第 二 の 支 承 部 ３ ２ 、 お よ び 第 一 の 支 承 部 ３ １ と 第 二
の 支 承 部 ３ ２ を 連 結 す る 支 承 フ レ ー ム ３ ３ か ら 成 る 。 第 一 の 支 承 部 ３ １ は 、 ２ 本 の 後 支 脚
３ １ ２ 、 お よ び ２ 本 の 後 支 脚 ３ １ ２ 間 を 連 結 す る 第 一 の 横 フ レ ー ム ３ １ １ か ら 成 り 、 第 二
の 支 承 部 ３ ２ は 、 ２ 本 の 前 支 脚 ３ ２ ２ 、 お よ び ２ 本 の 前 支 脚 ３ ２ ２ の 間 を 連 結 す る 第 二 の
横 フ レ ー ム ３ ２ １ か ら 成 る 。 第 一 の 支 承 部 ３ １ の 第 一 の 横 フ レ ー ム ３ １ １ の 位 置 は 、 そ の
水 平 の 高 さ に お い て 第 二 の 支 承 部 ３ ２ の 前 支 脚 ３ ２ ２ よ り 高 く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 枢 接 手 段 ５ は 、 第 一 の 枢 接 部 ５ １ 、 第 二 の 枢 接 部 ５ ２ お よ び 連 結 棒 ５ ３ か ら 成 る 。 第 一
の 枢 接 部 ５ １ は 、 連 結 棒 ５ ３ の 連 結 棒 第 一 の 端 部 ５ ３ １ と 背 凭 れ １ を 枢 接 し 、 第 二 の 枢 接
部 ５ ２ は 連 結 棒 ５ ３ の 連 結 棒 第 二 の 端 部 ５ ３ ２ と 支 承 手 段 ３ を 枢 接 し 、 背 凭 れ １ を 枢 転 さ
せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 一 の 枢 接 部 ５ １ は 、 第 一 の 嵌 合 部 ５ １ ０ 、 第 一 の 嵌 合 部 ５ １ ０ に 連 結 す る 嵌 め 管 ５ １
１ 、 連 結 棒 ５ ３ の 連 結 棒 第 一 の 端 部 ５ ３ １ に 被 せ て 連 結 す る 第 二 の 嵌 合 部 ５ １ ２ を 有 す る
。 第 一 の 嵌 合 部 ５ １ ０ は 、 座 部 ２ に 近 い 側 の 背 凭 れ １ の 角 １ １ に 嵌 合 さ れ 、 固 定 ネ ジ ５ １
３ に よ り 締 付 け 固 定 さ れ る 。 嵌 め 管 ５ １ １ は 、 表 面 に 枢 孔 ５ １ ４ が あ り 、 枢 孔 ５ １ ４ は 連
結 棒 ５ ３ の 棒 面 に 向 い て い て 、 第 二 の 嵌 合 部 ５ １ ２ が 枢 孔 ５ １ ４ に 向 か い 合 う と こ ろ に 枢
軸 ５ １ ５ が 突 出 し て い て い る 。 枢 軸 ５ １ ５ が 枢 孔 ５ １ ４ に 挿 入 さ れ る こ と に よ り 、 背 凭 れ
１ と 連 結 棒 ５ ３ と の 間 で 枢 転 が で き る 状 態 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 二 の 枢 接 部 ５ ２ は 、 連 結 棒 ５ ３ お よ び 支 承 手 段 ３ を 枢 接 す る た め 、 支 承 手 段 ３ の 第 二
の 支 承 部 ３ ２ の 第 二 の 横 フ レ ー ム ３ ２ １ に 嵌 合 連 結 す る 第 一 の 嵌 合 ソ ケ ッ ト ５ ２ １ 、 お よ
び 一 方 の 端 部 を 第 一 の 嵌 合 ソ ケ ッ ト ５ ２ １ に 連 結 し 、 他 方 の 端 部 を 連 結 棒 ５ ３ の 連 結 棒 第
一 の 端 部 ５ ３ ２ に 連 結 す る 第 二 の 嵌 合 ソ ケ ッ ト ５ ２ ２ を 有 す る 。 連 結 棒 ５ ３ が 背 凭 れ １ に
よ り 動 か さ れ る と 、 第 一 の 嵌 合 ソ ケ ッ ト ５ ２ １ は 枢 転 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 第 二 の 枢
接 部 ５ ２ は 、 支 承 手 段 ３ の 第 二 の 支 承 部 ３ ２ の 第 二 の 横 フ レ ー ム ３ ２ １ に 嵌 合 連 結 さ れ る
が 、 こ れ は あ く ま で 好 適 な 一 実 施 形 態 に す ぎ ず 、 例 え ば 座 部 ２ や 椅 子 の 肘 掛 部 ６ な ど に 第
二 の 枢 接 部 ５ ２ を 嵌 合 連 結 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 椅 子 と し て 使 用 す る 時 、 背 凭 れ １ は 調 整 手 段 ４ に よ り 第 一 の 支 承 部
３ １ の 第 一 の 横 フ レ ー ム ３ １ １ に 配 置 さ れ 、 座 部 ２ は 支 承 手 段 ３ に 固 定 さ れ て 動 か な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 背 凭 れ １ は 調 整 手 段 ４ の 作 用 お よ び 枢 接 手 段 ５ の 枢 転 に よ り 机 に 変
わ る が 、 座 部 ２ は 動 か ず 、 物 を 置 く ス ペ ー ス に し た り 、 引 出 し の 代 わ り に し た り し て 使 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ５ は 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に よ る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ６
は 、 本 考 案 の 実 施 形 態 に よ る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 の 調 整 手 段 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 調
整 手 段 ４ は 、 カ バ ４ １ 、 底 座 ４ ２ 、 カ バ ４ １ と 底 座 ４ ２ と の 間 に 配 置 さ れ る 調 整 ハ ン ド ル
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４ ３ 、 一 対 の 曲 が り バ ネ ４ ４ 、 一 対 の 制 動 器 ４ ５ と 底 座 ４ ２ の 間 内 部 に 装 着 さ れ 、 移 動 す
る 隙 間 ４ ６ ３ を 提 供 さ れ る 柱 体 保 持 板 ４ ６ 、 お よ び 一 対 の 滑 動 部 ４ ７ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 カ バ ４ １ は 、 上 部 に 凹 陥 部 ４ １ １ を 有 し 、 凹 陥 部 ４ １ １ は 溝 ４ １ ２ を 有 し 、 溝 ４ １ ２ は
両 側 の 下 に そ れ ぞ れ ネ ジ 穴 ４ １ ３ を 有 す る 。 カ バ ４ １ の 両 側 面 の 近 く に 移 動 溝 ４ １ ４ が あ
り 、 移 動 溝 ４ １ ４ の 周 囲 に は 枠 が 形 成 さ れ て 移 動 溝 ４ １ ４ の レ ー ル ４ １ ５ の 役 割 を 果 た す
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 調 整 ハ ン ド ル ４ ３ は 、 一 方 の 側 面 が カ バ ー 外 側 に 突 出 し た 操 作 部 ４ ３ １ を 有 し 、 他 方 の
側 面 が 上 部 の 中 間 に 第 一 の 柱 体 の 孔 ４ ３ ２ 、 下 部 の 両 側 に 第 二 の 柱 体 の 孔 ４ ３ ３ を 有 す る
。 一 対 の 曲 が り バ ネ ４ ４ は カ バ ４ １ の 内 側 の 一 対 の 移 動 溝 ４ １ ４ の 間 に 固 定 さ れ て い る 。
制 動 器 ４ ５ は 、 Ｌ 字 形 状 で 、 そ の 外 側 の 縦 方 向 に 第 一 の 係 止 部 ４ ５ １ お よ び 第 二 の 係 止 部
４ ５ ２ を 有 し 、 第 一 の 係 止 部 ４ ５ １ と 第 二 の 係 止 部 ４ ５ ２ と の 間 に 凹 部 ４ ５ ３ が 形 成 さ れ
、 制 動 器 ４ ５ の 横 方 向 に 開 孔 ４ ５ ４ お よ び ネ ジ 穴 ４ ５ ５ が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 柱 体 保 持 板 ４ ６ は 、 調 整 ハ ン ド ル ４ ３ に 向 か い 合 う 底 座 ４ ２ の 表 面 上 に あ り 、 そ れ ぞ れ
調 整 ハ ン ド ル ４ ３ の 第 一 の 柱 体 の 孔 ４ ３ ２ に 対 応 す る 突 出 し た 第 一 の 柱 体 ４ ６ １ 、 お よ び
第 二 の 柱 体 の 孔 ４ ３ ３ に 対 応 す る 突 出 し た 第 二 の 柱 体 ４ ６ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 滑 動 部 ４ ７ は 、 カ バ ４ １ の 移 動 溝 ４ １ ４ の 向 か い 合 う 表 面 上 に 移 動 溝 ４ １ ４ 内 で 移 動 す
る 挟 部 ４ ７ １ が 配 置 さ れ 、 挟 部 ４ ７ １ の 同 じ 面 の 両 側 に 、 移 動 溝 ４ １ ４ の 両 側 に あ る レ ー
ル ４ １ ５ に 対 応 す る 導 溝 ４ ７ ３ が あ る 。 挟 部 ４ ７ １ の 同 じ 面 の 上 部 に 突 出 し た ス ト ッ パ ４
７ ４ が あ り 、 挟 部 ４ ７ １ が 移 動 溝 ４ １ ４ 内 で 行 な う 上 部 移 動 の 上 限 を 決 め る 。 滑 動 部 ４ ７
の 一 方 の 側 面 に は 係 止 部 ４ ７ ２ が あ り 、 制 動 器 ４ ５ の 第 一 の 係 止 部 ４ ５ １ 、 第 二 の 係 止 部
４ ５ ２ お よ び 凹 部 ４ ５ ３ に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 組 立 る 際 は 、 調 整 ハ ン ド ル ４ ３ の 操 作 部 ４ ３ １ を カ バ ４ １ の 溝 ４ １ ２ か ら 外 側 へ 突 出 さ
せ 、 ネ ジ ４ ５ ６ を 制 動 器 ４ ５ の ネ ジ 穴 ４ ５ ５ を 通 し て 、 カ バ ４ １ の ネ ジ 穴 ４ １ ３ に 固 定 さ
れ る 。 こ の 時 、 制 動 器 ４ ５ の 開 孔 ４ ５ ４ は 、 調 整 ハ ン ド ル ４ ３ の 第 二 の 柱 体 の 孔 ４ ３ ３ に
対 応 し 、 柱 体 保 持 板 ４ ６ の 第 二 の 柱 体 ４ ６ ２ は 制 動 器 ４ ５ の 開 孔 ４ ５ ４ を 通 し て 、 調 整 ハ
ン ド ル ４ ３ の 第 二 の 柱 体 の 孔 ４ ３ ３ に 固 定 さ れ る 。 第 一 の 柱 体 ４ ６ １ は 、 調 整 ハ ン ド ル ４
３ の 第 一 の 柱 体 の 孔 ４ ３ ２ に 直 接 固 定 さ れ る 。 滑 動 部 ４ ７ は 、 カ バ ４ １ と 底 座 ４ ２ と の 間
に 挟 ま れ る が 、 固 定 さ れ て い な い 。 滑 動 部 ４ ７ は 、 導 溝 ４ ７ ３ が 移 動 溝 ４ １ ４ の 隣 に あ る
レ ー ル ４ １ ５ に ス ラ イ ド 可 能 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 レ ー ル ４ １ ５ の 方 向 に 沿 っ て 移 動 す
る 。 挟 部 ４ ７ １ は 、 移 動 溝 ４ １ ４ か ら 突 出 す る が 、 移 動 溝 ４ １ ４ 内 で 上 下 移 動 す る 。 曲 が
り バ ネ ４ ４ と 滑 動 部 ４ ７ の 間 に 位 置 す る 制 動 器 ４ ５ の 第 一 の 係 止 部 ４ ５ １ 、 第 二 の 係 止 部
４ ５ ２ お よ び 凹 部 ４ ５ ３ 、 と 滑 動 部 ４ ７ の 係 止 部 ４ ７ ２ と の 間 は バ ネ に よ る 弾 性 で 連 絡 し
、 滑 動 部 ４ ７ が 移 動 溝 ４ １ ４ 内 の 異 な る 位 置 で の 移 動 お よ び 固 定 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ７ ～ ９ は 、 本 考 案 の 実 施 形 態 に よ る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 の 椅 子 が 机 に 変 わ っ た 状
態 の 調 整 手 段 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。 本 考 案 の 実 施 形 態 が 椅 子 の 時 、 滑 動 部 ４ ７ の 係 止 部
４ ７ ２ が 制 動 器 ４ ５ の 凹 部 ４ ５ ３ 内 に 位 置 し て い る 。 柱 体 保 持 板 ４ ６ の 上 に 隙 間 ４ ６ ３ が
あ る た め 、 調 整 ハ ン ド ル ４ ３ を 隙 間 ４ ６ ３ の 方 向 に 移 動 さ せ る と 、 バ ネ の 作 用 で 制 動 器 ４
５ の 凹 部 ４ ５ ３ が 係 止 部 ４ ７ ２ か ら 離 れ る 。 挟 部 ４ ７ １ は 、 枢 転 時 に 移 動 溝 ４ １ ４ 内 で 移
動 す る こ と に よ り 、 第 一 の 支 承 部 ３ １ の 第 一 の 横 フ レ ー ム ３ １ １ を 挟 ん で 固 定 す る 。 こ の
時 、 枢 接 手 段 ５ を 押 し 上 げ 、 背 凭 れ １ を 水 平 に な る よ う に 枢 転 さ せ る 。 本 来 水 平 位 置 に あ
る 座 部 ２ は 、 そ の ま ま で 動 か な い 。 要 す る に 、 椅 子 が 机 に 変 わ る 時 、 机 の 背 凭 れ が 移 動 す
る 空 間 が 必 要 で 、 挟 部 ４ ７ １ が 移 動 溝 ４ １ ４ 内 で 位 置 の 移 動 を 行 な う こ と に よ り 、 机 の 背
凭 れ を 上 方 に 移 動 し て 机 に 変 わ る こ と が で き る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 背 凭 れ １ が 枢 転 し て
机 に な っ た 時 、 滑 動 部 ４ ７ の 係 止 部 ４ ７ ２ は 制 動 器 ４ ５ の 第 二 の 係 止 部 ４ ５ ２ の 上 に 位 置
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す る 。 上 記 し た 第 一 の 係 止 部 ４ ５ １ お よ び 第 二 の 係 止 部 ４ ５ ２ の ２ 段 階 の 嵌 合 位 置 調 節 は
、 机 に 変 換 す る 時 に 、 背 凭 れ １ 上 の 挟 部 ４ ７ １ の 固 定 位 置 の 長 さ が 足 り ず 、 水 平 状 態 に で
き な い と こ ろ 、 第 二 の 係 止 部 ４ ５ ２ に 位 置 変 更 し て 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 延 長 す る 作 用
を 果 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 考 案 で は 好 適 な 実 施 形 態 を 前 述 の 通 り に 開 示 し た が 、 こ れ ら は 決 し て 本 考 案 を 限 定 す
る も の で は な く 、 当 該 技 術 を 熟 知 す る 者 は 誰 で も 、 本 考 案 の 精 神 と 領 域 を 脱 し な い 範 囲 内
で 各 種 の 変 更 や 修 正 を 加 え る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 考 案 の 保 護 の 範 囲 は 、 実 用 新 案 登
録 請 求 の 範 囲 で 指 定 し た 内 容 を 基 準 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に よ る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に よ る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に よ る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 が 椅 子 か ら 机 に 変 わ っ た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に よ る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に よ る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 の 調 整 手 段 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に よ る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 の 椅 子 が 机 に 変 わ っ た 状 態 の 調
整 手 段 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に よ る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 の 椅 子 が 机 に 変 わ っ た 状 態 の 調
整 手 段 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 に よ る 机 と 椅 子 の 相 互 変 換 構 造 の 椅 子 が 机 に 変 わ っ た 状 態 の 調
整 手 段 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ 　 背 凭 れ
１ １ 　 角
２ 　 座 部
３ 　 支 承 手 段
３ １ 　 第 一 の 支 承 部
３ １ １ 　 第 一 の 横 フ レ ー ム
３ １ ２ 　 後 支 脚
３ ２ 　 第 二 の 支 承 部
３ ２ １ 　 第 二 の 横 フ レ ー ム
３ ２ ２ 　 前 支 脚
３ ３ 　 支 承 フ レ ー ム
４ 　 調 整 手 段
４ １ 　 カ バ
４ １ １ 　 凹 陥 部
４ １ ２ 　 溝
４ １ ３ 　 ネ ジ 穴
４ １ ４ 　 移 動 溝
４ １ ５ 　 レ ー ル
４ ２ 　 底 座
４ ３ 　 調 整 ハ ン ド ル
４ ３ １ 　 操 作 部
４ ３ ２ 　 第 一 の 柱 体 の 孔
４ ３ ３ 　 第 二 の 柱 体 の 孔
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４ ４ 　 曲 が り バ ネ
４ ５ 　 制 動 器
４ ５ １ 　 第 一 の 係 止 部
４ ５ ２ 　 第 二 の 係 止 部
４ ５ ３ 　 凹 部
４ ５ ４ 　 開 孔
４ ５ ５ 　 ネ ジ 穴
４ ５ ６ 　 ネ ジ
４ ６ 　 柱 体 保 持 板
４ ６ １ 　 第 一 の 柱 体
４ ６ ２ 　 第 二 の 柱 体
４ ６ ３ 　 隙 間
４ ７ 　 滑 動 部
４ ７ １ 　 挟 部
４ ７ ２ 　 係 止 部
４ ７ ３ 　 導 溝
４ ７ ４ 　 ス ト ッ パ
５ 　 枢 接 手 段
５ １ 　 第 一 の 枢 接 部
５ １ ０ 　 第 一 の 嵌 合 部
５ １ １ 　 嵌 め 管
５ １ ２ 　 第 二 の 嵌 合 部
５ １ ３ 　 固 定 ネ ジ
５ １ ４ 　 枢 孔
５ １ ５ 　 枢 軸
５ ２ 　 第 二 の 枢 接 部
５ ２ １ 　 第 一 の 嵌 合 ソ ケ ッ ト
５ ２ ２ 　 第 二 の 嵌 合 ソ ケ ッ ト
５ ３ 　 連 結 棒
５ ３ １ 　 連 結 棒 第 一 の 端 部
５ ３ ２ 　 連 結 棒 第 二 の 端 部
６ 　 肘 掛
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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